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論文内容の要旨

本論文は，海中の状況を深深度まで精度良く調査するための機器として考え出された曳航システムを

設計する際の主要な要素である水中曳航体の運動特性に重点をおき，実用的な曳航特性予測計算法を確

立することを目的として行った研究を取りまとめたもので，次の 7 章から成っている。

第 1 章は緒言で，本研究の背景を説明し，その目的と意義について述べている。

第 2 章では，水中曳航体の曳航特性を記述するため，曳航ケープ、ルを有限個の要素に分割して考える

数学モデノレを採用し，そのモデノレを基に曳航体の定常的曳航特性及び動的曳航特性に関する基礎運動方

程式を導いている。傾いたケープ、ノレに働く流体力については，乙れまでに発表された計算式の主なもの

を示し，その中から本研究に最適と考えられる一計算式を選定し，曳航体に働く流体力については安定

微係数の考えを用いて記述している。

第 3 章では，水中曳航体の曳航特性を明らかにするために必要な，種々の断面形状をした曳航ケーブ

ルの抵抗特J性と横力特性について，水槽で実験を行って調査した結果を示している。

第 4 章では，ある曳航体形状の一例について，その流体力学的諸係数を， 3 分力試験法及び強制動揺

法iとより水槽で実験的に求めた結果について述べている D

第 5 章では，第 2 章から第 4 章までに得られた結果をふまえ，曳航体のいくつかの重要な諸元や外乱

の条件等が定常的曳航特性及び動的曳航特性に与える影響を，数値計算を行うことによって明らかにし

ている。更に，乙の計算により得られた結果を取りまとめ，水中曳航体設計のために必要な事項を指針

として示している。

第 6 章では，定常的曳航特性計算法の実験的検証を行うため，水中曳航体の縮尺模型を用いて海上で

-487-



実験を行い，曳航特性を計測し検討した結果，潮流速度の把握を十分に行えば，本計算法は十分実用に

供し得ることを確認している。

第 7 章では，本研究で得られた成果を結語としてまとめている。

論文の審査結果の要旨

近年の海洋開発のめさ、ましい発展に伴い，海中の状況を深深度まで精度よく調査するため，映像装置

やソナーなどを塔載した曳航体を水上船がケープ、ノレで、曳航するシステムが開発されているが，このシス

テムで、は水上船の動揺や水流の変動等の外乱に対し，曳航体の動揺が極力小さいことや，運動が静的に

も動的にも安定であることが強く要求される。

本論文は，まず流れに対して傾いたケーブノレ及び、曳航体に働く流体力の計算式を求め，乙れらを用い

て曳航体の定常的曳航特性及び外乱等lとより曳航体が動揺する場合の動的曳航特性を記述する基礎運動

方程式を示している。次に，乙の計算に必要な曳航ケーブルの、流力特性については， 3 種の断面形状に

対して水槽実験で?底抗及び、横力特性を求め，水中曳航体については，水槽における 3 分力試験及び強制

動揺試験により流力微係数の資料を求めている。潮流，曳航速度，ケープ、ル及び曳航体の重量及び抵抗

係数や水上船の動揺等が定常的及び動的曳航特性に及ぼす影響に関しては，この計算法による数値計算

により詳細に検討し，曳航システムの設計に必要な指針を与えているo 更に，水中曳航体の縮尺模型を

用いた海上実験iとより，乙の計算法の実用性を確認している。

以上の研究成果は，水中曳航体の曳航特性に多くの新しい知見を与えたものであり，海洋開発の面で

貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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